
広報かみの しま [尼崎市立地域総合センター上ノ島だより生書瑞書]
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◎あま咲きコイン対象事業(100ポイント付与)

旦」圭:4月 24日 (水)午前9時 30分～11時
暢__正 :センター 集会室 ≪土足厳禁≫
控生幽:保険証と受診券

◎お住まいの近<で健診が受けられるチヤンス !

◎予約優先制 !4月 1日 (月 )より予約開始。
WEB・ 電話 (コールセンター/0120-552-363)で 2日前までにご予約を。

◎受診券はご自宅に郵送されます。(後期高齢の方は、5日前
◎保健指導は 6月 12日 (水)にセンターにて実施予定です。
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(あま咲きコイン30ポイント付与)
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※初回は4月 25日 (木 )

※。10月 は文化祭の開催日程により変更の可能性あり
。12月は第 2木曜日に実施

センター中会議室(2階 )

無料 ※ただし、毎回花材代 約2,500円 (原則)

を講師へお支払い願います。
犬童みどり先生
(未生流家元師範・フラワーラツピングマイスター)

4月 3日 (水 )～定員に達するまで
電話、フアクス又は来館にて
若干名(先着)
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2024年度「3居場所事業」
「すこやかクラフ」

子育て世帯居場所事業
.つ

｀
●

対皇査:0歳児から

就学前の乳幼児とその保護者

旦型姜月曜日～金曜日(入れ替え制)

午前 10時～12時
午後 1時～4時
※12時～1時は一旦退出

してください。

※土曜日。日曜日・祝祭日は

お休み

場二亜 :すこやかルーム(1階/土足厳禁)

グラウンド(午前中のみ)

「のびのび広場」

子ども居場所軍業
い串●
jJI■

対塞査:小学1年生～中学 3年生

旦_時:月 ～金曜日、第 2・ 4土曜日
※開館日以外の土曜日、日・祝日、

センター事業がある日は休み

平日(通常授葉)午後 3時～午後 5時 20分

平日(長期休み)午前 9時～午後 5時

土曜日    午前 9時～午後 5時

※正午～午後 1時は昼休みとする。

場_亜 :集会室。のびのびルーム・

グラウンド

「ιk=ι lヨB」

高齢者居場所事業

:由
対塞査 :原則 65歳以上の方

旦__」壁:月 曜日～金曜日(入れ替え制)

午前 10時～12時
午後 1時～4時
※12時～1時は一旦退出

してください。

※土曜日。日曜日・祝祭日は

お休み

場ヒ』丘:いきいきルーム(2階/土足厳禁)
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皇込.盟聞:

皇込五塗:

皇皇△堂:



」格 目の事業案内
く2024年度 高齢者事業

受講生募集>
◆高堕者書道教室玉量塵::と

日時 :毎月 2回・月曜日、午後 2時～4時
定員 :24人 (先着)十キャンセル待ち 5人

◆音楽1療注_堡産重Σ

日時 :毎月 1回・第 3月曜日

午前 10時～11時 30分
定員 :48人 (先着)+キ ャンセル待ち 5人

日時 :毎週木曜日 (第 5週目は実施なし)

①午前9時 30分～10時 30分
②午前 11時～12時

定員 :各国42人 (先着)+キャンセル待ち5人
※́定員上:撻塾コ:コιユ:魏1易含́も童:り」:菫ILコlΣ【■壼:≧Ш:誼望の

ユユは】団艶壼涯嚢里EI【lよ道L」途1⊇旦≦ξださ上L_

とも に達 しまし

くおとな三味線教室>
日_墜 :毎週火曜日 午後7時～8時
内_墜婆 ・三味線演奏の技術の習得

・音頭「一夜こら」の習得
0地域のお祭りや依頼演奏等の出演

場_週卜 のびのびルーム

塾__亜 :池田哲さん (―夜こら伝承の会)

皿重塁婁中学1年生～64歳までの成人

定_雲 3人 (先着)

L亜y4月 1日 (月 )～定員に達するまで。
来館の上、申込書を記入して事務室へ

提出して<ださい (電話受付不可)。

◎4月 2日 (火 )も し<は申込終了後の

火曜日から開始となります。

◎休講になる場合
・祝日の日、センター休館日
・事業がある時 (文化祭等 )

・尼崎市内に警報が出ている際 等

く子ども珠算教室 (新規)>
期_星夢 5月 1日 (水)～9月 30日 (月 )

1曜! 日 :毎週3回 原則として、月・水・木曜日

ヒ 星許午後6時～7時
塑i_塑卜 会議室102、 いきいきルーム
劇:_重夢′」ヽ学2年生～中学3年生
塾塁星聾 若干名 (多数抽選)

」【壺生重 :600円 ※ノート・テキスト代は実費
皇込』固:4月 8日 (月 )～17日 (水 )

皇二重壁:来館の上、申込用紙を記入して事務室ヘ
提出して<ださい (電話受付不可).

◎休講になる場合
・祝日の日、センター休館日
・事業がある時 (文化祭等)

・尼崎市内に警報が出ている際 等
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「笹原公園に行こう!」 >
旦_選聾 4月 27日 (土)午後 2時～4時
内 _査 :センターと笹原公園の往復を徒歩で行き

笹原公園で遊ぶ

:兵庫県伊丹市車塚 1丁目32-
:小学 1年生～中学 3年生

:15人 (先着)

:無料

:帽子、水筒、タオル、履きなれた靴

:4月 8日 (月 )～定員に達するまで。
:電話または直接来館にて。

行き先
対象者
定__量
参Ш費
持.ち物
皇込塑臣
皇△重菫

ノゝ
員

待 ち

したら、キャンセル
て+5人受け付けます
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く高齢者食事サービスト
お弁当の「配食」
日 時 :毎週火曜日

地区内にお住まいの

独居高齢者等の方ヘ

週 1回、お昼のお弁当の

「配食」(1食 400円 )

を行つています。

新規利用者

随時募集中

ご

・■●
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お悩み事をお聴きします
当センターでは皆さんのおl‖図み事を聴いていま

す。お話を聴いて、ご助言をしたり、必要に応じ

て関係機関と連携したりします。相談内容の秘密

は守りますのでぜひご利用下さい。

資源 ロ 収
27日 (土)午前10時～

当日に指定の場所 (黄色の者板)周辺に出して下

さい。X慶誼襲以畳預ДコfЦ:圭ICiきiまt」2なた⌒
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力1み0しま日記 ァメーバブログ
にて事業の報告を掲載中 !

QRコードを読み取つて千ェッワ|

(URL : ameblo jplkaminoshim acenter /)～地域聡含セ〕リー上ノ自でお二なった事誉の一部勧 届けとます♪～

2月 21日 (水)人 権問題請演会
『子どもの貧困について～たよつてうれしい、たよられ

講師は後藤 有香さん (認定 NPO法人おてらおやつクラフ(以下、「おてらおやつクラフ」という。))です。貧困に

は≪絶対的貧困≫と≪相対的貧困≫があり、日本では≪相対的貧困≫がほとんどであること。「自分のしたいことが出

来ない子ども、諦めている子ども、我慢している子ども、そんな子ども達が皆さんの身近にいるかもしれません。」と

いう言葉から講演会が始まりました。『おてらおやつクラフ』は、お寺の「おそなえ」を仏さまからの「おさがり」と

して頂き、様々な事情で困つているひとり親家庭へ「おすそわけ」する活動です。お寺の課題 (おそなえの活用先を探

す&食べきれない)と、社会の課題 (子どもの貧困)、 どちらにも対応することが可能です。国民生活基礎調査 (2022年 、

子どもの貧困は 1■5%(約 9人に 1人 )、 ひとり親家庭の貧困は44.5%(約 2人に 1人)だそうです。

実際に受け取られた方からのメッセージも紹介され、「孤独を感じていたがほつとできた」「何よりも心が救われた」という声が 1番多いとのこと。

子どもが子どもらしく喜んでいる姿を見て親が喜ぶ、親が喜んでいる姿を見て子どもが喜S、 そんな声を聞けることが何よりも嬉しいそうです。

また、支援者やボランテイアの方からも「何かできたらと考えていたので機会を頂き感謝しております」「お役に立ててうれしい」とメッセージを

頂いているそうです。最後に、子どもの貧困を解決するには次の 4つが大切だと言われました。ますは「知る」こと。次に「自分事にして考える」こ

と。そして「行動にうつす」こと。さらに「周知していく」こと。『たよってうれしい、たよられてうれしい。』この 2つのうれしいをこれからもずっ

′ Vヽ

によ

2月 14日 (水 )

交通安全教室
2月 16日 (金 )

八―トフルシネマ
(人権啓発映画を観よう!)

2月 24日 (土 )

MAPPY
恵方巻ロールをつくろう

“

2月 28日 例く)
ちいちゃんのえほんひろば

とひな人形作り

2月 28日 (水 )

ひなまつりをたのしもう !

3月 9日 (土)

アイススケートに行こう!

わくわく■L6439-6969
保育口 ついてきているの

とができました。
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皆
た 日 か ら に 出

ら
常

で 保育園まで し|こ歩

てくださし

は、なんといっても行事食に、5歳児の午後のおやつのバンケ
ーキ作り。みんな張り切つてエプロン、三角巾、マスクを身に
付け、手洗い、)肖 毒もして準備万端。お玉で生地をすくい、鉄
板の上|こタネをポトンと落とすと、ジワーつとま―るく拡がつ
ていく中で、横の生地と引つ付かないかドキドキしながらふく
らんでいく様子をじつと見ていました。少し焼け、ひつ<り返
すタイミングを栄養士さんに教えてもらい、フライ返しで慎重

―キをみんなで頂きました。昼食もひし形
に飾られたちらし寿司でした。今日の出来
事を、降園時に保護者の方長にたくさん話
を聞いてもらつて、お腹も心も満たされ降
園してい<子どもたちの姿がた<さん見ら
れました。やはり、食事は大切ですね。3
月の保育園のメニューは卒園児さんに向け
て、リクエスト給食を取り入れてくれてい
ます。

保 も でのひな祭り しみなつてい

|こ ひ く 返り す
つか

でつ
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し

3月 8日 (金 )、 ゆリホームとひ散わリホームは、お弁当を持
て、歩いて遠足に行きました。ゆりは笹原公園へ、ひまわりは
大丼戸公園と、どちらも子どもの足で 50分くらいかかります

が、みんな頑張つて歩きました。公園に
着いた途端、「お弁当食べる ?」 遊んで
いる途中でも「お弁当まだ ?」 と、一番
の楽しみはやはりお弁当 !お家の人に作
ってもらったお弁当を反達同士見せ合つ
たりしながら、食べているときはお弁当
に夢中で会話も間かれないくらい、味わ

わくわくひろばの内容は、いずれも :時間程度を予定し

ております。事情により内容など変更になる場合もありま

すので、ご了承下さい。参加を希望される方は、事前にご

予約をお願いいたします。各実施日の :週間前くらいに、

お電話、もしくは来目にてお申込み下さい.ま た、日庭開

調圏撥 放は随時受け付けております。事前に国に連絡の上、ご利

颯
「

F 用ください。利用時間は 9時 30分～::時 となります.

※亭前に申し込みをされていない場合、準備の関係上、参

加・利用が難しい場合がございます。できる限り亭前の連

絡をお願いいたします。

::日 (木):0:00～ 身体計測・子育て相談
看護師による身体計測を行います。
生後 3か月のお子さまから参加できます。

:8日 (木)10:00～ サーキツトあそび
を使って、くぐったり、登ったり、ぶら

い5日 (木)10:00～

つ

や の

し ょ

ひ

江さん 称ちいちゃん)の
る か しみに 1
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月の 子育て支援)
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3月 3日 は『ひなまつり」
保育園 10年目になります!

幼児クラス『お別れ遠足!」



運動や遊びを通じて行う子どもの見守‖・きさえあい活動

園田学園女子大学人間教育学部児童教育学科の山崎雅史です。2023年 4月 から「尼崎市支え合いを育む

人づくり支援事業」で、社会福祉法人いきいきのびのびさんと連携し、尼崎市地域総合センター上ノ島で子ども向

けの活動 (運動や遊び)を行ってきました。本学とセンターは、約 100m(徒歩 1分 )しか離れておらず、協働するに

はもってこいの位置関係にあります。

さて、活動内容をお話する前に、皆さん、このような経験はありませんか?

一緒に運動をしたり、遊んだりしていると自然と会話が弾んでいた。

キヤッチボールをしていると、会話はしていないのにコミュニケーションが取れていると感じた。

一言でいえば、今回の活動のねらいはそこにありました。

私の研究室には子どもの運動に興味のある 5名の学生がゼミ生として所属しています。その 5名が、センターを

利用している子どもと一緒に遊び、共に体を動かすことで、子どもの豊かな′むと健やかな体を育むお手伝いをしよ

うと活動を行ってきました。

2023年度に行った活動を|つ紹介します。 ヽ

，

ノ
■

．

^思路通 じ躁 こ感 くれ :鐸}つ 、●● 、 ヽ、

1月 16日 (火)に「思いっきり楽しもう冬まつり」と題して、寒い冬だから

こそ、体を動かして元気になってもらおうと考えて、学生が遊びを選択しまし

た。当日は、放課後にセンターを訪れた子どものうち約 20名の子どもが参

加 してくれました。長縄遊び、しっぱとり、ジェスチャーゲーム、猛獣狩りの4
つの遊びを行いました。子どもたちはじっかりと話を聞き、どの遊びもルール

を守って、楽しそうに遊んでいました。元気よく体を動かしている子どもの姿

を見て、学生は、自分たちが進行をする運動遊びで、こんなに嬉しそうに遊

んでくれて、そして喜んでくれるんだと満足気でした。

楽しかったからまた遊びたい。

お姉さんと遊べてとても嬉しかった。

しっぽとりが一番楽しかった。

今度はもっと違う遊びもしたい。

ゲーム機やタブレット端末、スマートフォンが子ども社会に普及し、子どものスクリーンタイムの増加が社会

問題となっています。今和 5年度に全国の小学 5年生を対象に行った「全国体力・運動能力、運動習慣等

調査」(文部科学省)の児童への質問紙調査に、平日の 1日 のスクリーンタイム(テ レビや D∨ D、 ゲーム機、

スマートフオン、パソコンなどの画面の視聰時間)を調査する項目がありました。結果から、1 日 4時間以上

視聰している児童の割合が男子では 28.0%、 女子では 23.6%にまで上っていることがわかりました。この

割合は平成 30年度以降、年 増々加しています。

このような時代だからこそ、運動や遊びを通じて、人と人とが関わり、そして人と人とが繋がる経験を大切

に、これからも大学と地域とが連携した取り組みを進めていきたいと思います。
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